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好
転
な
き

地
域
経
済

私
・
北
口
雄
幸
は
、
皆
様
に
お

支
え
を
い
た
だ
き
、
北
海
道
議

会
議
員
と
し
て
11
年
間
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
の
皆
様
の
ご
支
持
・

ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
11
年
間
で
私

た
ち
の
暮
ら
し
向
き
が
良
く
な

る
ど
こ
ろ
か
、
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
そ
れ
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
経

済
の
好
循
環
が
こ
の
北
海
道
に

は
届
い
て
い
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
医
師
の
偏
在
に
よ

り
地
域
医
療
が
深
刻
な
状
況
に

追
い
込
ま
れ
、
地
域
に
住
む
こ

と
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
自
治
体
病
院
同
士

が
連
携
し
、
地
域
全
体
で
地
域

医
療
を
担
い
、
医
師
偏
在
を
解

消
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

農
家
戸
数
４
割
減
少

ま
た
、
地
域
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
、
農

家
戸
数
の
減
少
で
す
。

15
年
前
に
就
任
し
た
高
橋
知

事
就
任
時
の
農
家
戸
数
は
５
万

９
０
８
０
戸
、
現
在
は
３
万
６

３
０
０
戸
と
、
知
事
在
任
中
に

２
万
２
７
８
０
戸
も
離
農
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
ず
か
15

年
で
農
家
戸
数
が
４
割
も
減
少

し
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
原
因
は
、
新
た
な
国
際

環
境
下
に
あ
り
な
が
ら
も
国
に

追
随
し
、
競
争
力
強
化
と
い
い

な
が
ら
、
規
模
拡
大
を
強
力
に

推
し
進
め
、
小
規
模
農
家
を
切

り
捨
て
た
結
果
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
私
は
家
族
経
営
や
小

規
模
農
家
で
あ
っ
て
も
、
持
続

的
に
営
農
が
続
け
ら
れ
る
対
策

と
支
援
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
以
上
、
農
家
戸

数
を
減
ら
さ
な
い
と
い
う
、
覚

悟
と
決
意
を
も
っ
て
、
農
業
政

策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
す
。

今
年
は
、
松
浦
武
四
郎
が
北

海
道
と
命
名
し
て
１
５
０
年
の

節
目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
北
海
道

を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
（
知
事
）
の
も
と
で

た
く
ま
し
い
北
海
道
を
創
っ
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

もっと元気なふるさと求め

四期目、決意新たに

４
期
目
の
立
候
補
に
向
け
た
記
者
会
見
（
６
月

日
）

7月1日付の北海道新聞
上川版に四期目立候補を
決意した記者会見の記事
が掲載されました。
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第
２
回
定
例
道
議
会
は
、
６

月
19
日
（
火
）
に
開
会
、
北
海

道
補
正
予
算
、「
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
、

「
平
成
30
年
度
北
海
道
最
低
賃

金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
」

な
ど
を
可
決
し
、
７
月
６
日
（
金
）

に
閉
会
し
ま
し
た
。

劣
化
を
た
ど
る

知
事
15
年

高
橋
知
事
の
任
期
は
残
す
と

こ
ろ
１
年
を
割
り
込
み
、
道
政

運
営
の
検
証
や
公
約
の
達
成
状

況
、
国
政
と
の
関
係
な
ど
を
質

疑
し
ま
し
た
が
、
知
事
は
論
議

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と

な
く
終
始
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
15

年
に

も
及
ぶ
知
事
の
道
政

執
行
下
で
、
道
民
や

地
域
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
残
念
な
が
ら

劣
化
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
で

象
徴
的
な
の
が
Ｊ
Ｒ

北
海
道
問
題
。
30
年

前
の
分
割
民
営
化
時

に
大
幅
に
切
り
捨
て

ら
れ
、
こ
れ
以
上
は

縮
小
し
な
い
は
ず
だ

っ
た
路
線
に
つ
い
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
廃

止
も
辞
さ
な
い
と
す

る
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
、

知
事
は
地
域
で
の
立
場
を
踏
ま

え
る
発
言
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
唯
一
の
株
主
で

あ
る
国
は
、
経
営
の
枠
組
み
構

築
に
責
任
が
あ
る
の
に
、
他
人

事
の
よ
う
な
対
応
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
国
を
問
題
解
決

に
踏
み
出
さ
せ
る
努
力
も
し
て

い
ま
せ
ん
。
鉄
路
の
維
持
、
さ
ら

に
は
地
域
の
存
続
に
悩
み
抜
く

地
域
や
道
民
を
突
き
は
な
す
よ

う
な
対
応
姿
勢
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。

影
響
懸
念
の

貿
易
交
渉

国
際
貿
易
交
渉
へ
の
対
応
も

同
様
で
す
。
地
域
の
不
安
に
耳

を
貸
さ
ず
、
根
拠
不
明
確
な
楽

観
論
ば
か
り
の
国
の
説
明
を
受

け
売
り
す
る
答
弁
が
続
い
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
Ｅ
Ｕ
と
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
後
の
影
響
は
依

然
と
し
て
不
明
確
な
ま
ま
で
あ

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
離
脱
し
た
ア
メ

リ
カ
と
の
二
国
間
交
渉
や
、
タ

イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
へ
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拡
大
の
動
き
が
続
く

の
で
す
。
本
道
の
一
次
産
業
や

地
域
の
懸
念
は
拡
大
し
て
い
ま

す
が
、
知
事
は
「
必
要
な
国
境
措

置
（
関
税
）
の
確
保
等
を
国
に
求

め
る
」
と
の
答
弁
を
繰
り
返
す

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く

種
子
条
例
制
定
へ

今
年
４
月
に
種
子
法
が
廃
止

さ
れ
、
農
業
者
や
地
域
自
治
体

な
ど
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
の
が
種
子
条
例
の
制
定
で
す
。

知
事
は
、
地
域
か
ら
の
強
い

要
望
に
も
関
わ
ら
ず
国
の
顔
色

を
う
か
が
い
消
極
的
姿
勢
に
終

始
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は

本
会
議
、
予
算
委
員
会
を
通
じ

て
、
条
例
制
定
を
粘
り
強
く
求

め
た
結
果
、
よ
う
や
く
検
討
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
は

北
海
道
に

不
要

政
府
与
党
が
強
引
に
進
め
た

カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
公
益
性
や
、
法
案
に
あ
る
カ

ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
権
限
・
体

制
、
依
存
症
対
策
な
ど
が
明
ら

か
で
な
く
、
政
府
が
主
張
す
る

「
世
界
最
高
水
準
の
規
制
と
収

益
」
の
発
想
が
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
知
事
は
、
こ
れ
ま
で

推
進
方
向
で
の
調
査
費
を
計
上

す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
一
方
で
、

「
道
内
で
誘
致
自
治
体
が
あ
る

の
で
、
対
応
し
て
い
る
」
な
ど
あ

い
ま
い
な
答
弁
を
重
ね
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｒ
、
特
に
カ
ジ
ノ
の
推
進

の
是
非
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
明

確
に
し
な
い
不
誠
実
な
対
応
と

指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

残
さ
れ
た
任
期
は
わ
ず
か
で

す
が
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
決
意
で
す
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
受
動
喫
煙
ゼ
ロ
の
実
現
を
目

指
す
決
議
▼
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
▼

平
成
30
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書
▼
地

方
自
治
体
に
お
け
る
消
費
者
行

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
▼

道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書

▼
下
水
道
施
設
の
改
築
に
係
る

国
費
支
援
の
継
続
に
関
す
る
意

見
書
▼
義
務
教
育
の
機
会
均
等

の
確
保
と
教
育
予
算
の
確
保
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
▼
私
学

助
成
制
度
に
係
る
財
源
措
置
の

充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

第
２
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
19
日
～
７
月
６
日
）

上
川
総
合
開
発
期
成
会
の
皆
様
か
ら
地
域
課
題
に

つ
い
て
要
望
を
お
受
け
す
る
（
７
月
３
日
）
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↑
下
川
山
岳
会
に
よ
る
ピ
ヤ
シ
リ

登
山
（
４
月
29
日
）

士別市消防団消防総合訓練大会で挨拶（6 月 24 日）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

連合の働き方改革キャラバンに同行（6 月 2-4 日） きたごりんファームでの田植え作業（5 月 5 日）

羊と雲の丘「牧柵修整備」に参加（4 月 22 日）

士別神社山「市民記念植樹祭」（5 月 13 日）

木佐中富良野町長からラベンダーPR（6 月 29 日）

士別市九十九大学・大学院入学式（5 月 10 日）

↓
天
塩
岳
手
前
の
丸
山
ま
で
登
山

（
５
月
27
日
）

中国上海・瀋陽・北京を訪問（5 月 14-18 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
５
日
【
士
別
市
甜
菜
振
興

会
】
▼
士
別
市
甜
菜
振
興
会
（
菅

原
美
喜
雄
会
長
）
定
期
総
会
に

出
席
し
て
き
た
▼
総
会
に
先
だ

ち
、
士
別
市
甜
菜
栽
培
共
励
会

で
は
、
作
付
面
積
毎
に
移
植
転

作
田
部
門
、
移
植
畑
作
部
門
、
直

播
転
作
田
部
門
、
直
播
畑
作
部

門
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
22
名
の

皆
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
ま
た
、
昨

年
の
士
別
市
に
お
け
る
甜
菜
の

作
付
面
積
は
、
７
４
３
㌶
と
昨

年
よ
り
も
16
㌶
の
減
少
し
た
も

の
の
、
直
播
比
率
は
65
％
で
、

直
播
で
も
反
当
た
り
８
㌧
も
収

穫
さ
れ
る
な
ど
、
技
術
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

◆
４
月
11
日【
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
委

員
長
来
道
】
▼
ベ
ト
ナ
ム
の
ク
エ

ン
・
タ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
民
委
員
会
委
員
長
（
実
質

の
市
長
）
が
来
道
さ
れ
、
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
出
席
し
て
き
た
▼
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
か
ら
は
約
20
名
が
お

越
し
に
な
り
、
北
海
道
と
の
経

済
を
始
め
と
す
る
文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
交
流
の
更
な
る
促
進
の
た

め
の
来
道
で
あ
る
。
私
か
ら
は
、

７
月
に
士
別
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
２
回
ア
ジ
ア
交
流
少
年
サ

ッ
カ
ー
士
別
大
会
」
に
つ
い
て
、

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

◆
５
月
６
日
【
平
昌
オ
リ
パ
ラ
選

手
を
讃
え
る
会
】
▼
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
北
海
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る

72
名
が
出
場
。
今
日
の
讃
え
る

会
に
は
、
そ
の
う
ち
の
43
名
が

参
加
し
た
▼
あ
い
に
く
の
雨
中

で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
多
く

の
道
民
が
一
目
オ
リ
パ
ラ
選
手

を
見
よ
う
と
参
加
。
今
回
の
メ

ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
で
幕
別
町
出
身
の
高
木

菜
那
選
手
、
高
木
美
帆
選
手
、
厚

岸
町
出
身
の
佐
藤
綾
乃
選
手
に

道
民
栄
誉
賞
を
贈
ら
れ
た
（
他

の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
欠
席
）
▼
慰

労
会
で
は
、
ジ
ャ
ン
プ
の
伊
藤

有
希
選
手
（
下
川
町
出
身
）、
カ

ー
リ
ン
グ
男
子
の
山
口
剛
史
選

手
（
南
富
良
野
町
出
身
）、
平
田

洸
介
選
手
（
北
見
市
常
呂
町
出

身
）、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
佐

藤
綾
乃
選
手
（
厚
岸
町
出
身
）
の

皆
さ
ん
と
記
念
写
真
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
６
月
12
日
【
水
泳
少
年
団-

結

団
式
・
着
衣
水
泳
】
▼
私
が
団
長

を
務
め
る
士
別
水
泳
少
年
団
の

結
団
式
及
び
総
会
、
着
衣
水
泳

に
参
加
▼
結
団
式
で
は
私
か
ら
、

①
コ
ー
チ
の
指
導
と
ル
ー
ル
を

守
り
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ほ

し
い
、
②
家
族
と
相
談
し
目
標

を
立
て
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
し
て
ほ
し
い
、
こ
と
を
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
そ

の
後
の
着
衣
水
泳
は
、
服
を
着

た
ま
ま
水
に
入
る
と
自
由
が
利

か
な
く
な
る
こ
と
を
体
験
す
る

た
め
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
今

後
、
９
月
下
旬
ま
で
の
３
か
月

余
の
間
、
子
供
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
第
１
９
６
通
常
国
会
が
先
日

閉
会
し
た
。
戦
後
最
悪
と
言
わ

れ
る
安
倍
内
閣
は
、
多
く
の
国

民
が
真
相
解
明
を
求
め
て
い
る

森
友
・
加
計
学
園
に
つ
い
て
は

う
や
む
や
に
し
、
国
民
が
求
め

て
い
な
い
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
や
「
カ
ジ
ノ

法
案
」
な
ど
を
次
々
と
強
行
採

決
し
た
▼
さ
ら
に
究
極
の
忖
度

と
言
わ
れ
る
の
が
参
院
定
数
を

６
増
や
す
改
正
公
職
選
挙
法
で

あ
る
。
こ
れ
は
、「
党
利
党
略
」

と
の
野
党
の
批
判
を
押
し
切
っ

て
の
採
決
で
あ
る
▼
先
日
、
全

国
地
方
議
員
交
流
研
修
会
に
出

席
し
た
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
貧
困
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
た
の
だ
が
、
〝
貧
困
は
政

治
の
責
任
〟
と
の
お
話
を
お
聞

き
し
た
。
税
金
を
再
配
分
す
る

の
が
政
治
の
役
割
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
貧
困
の
現
実
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
が
貧

困
で
あ
る
こ
と
の
裏
返
し
だ
▼

戦
後
最
悪
の
安
倍
政
権
と
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
は
、
政
策
の
順
番

が
違
う
こ
と
に
あ
る
の
だ
。
政

治
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
。

し
っ
か
り
考
え
、
誰
の
た
め
の

政
治
を
す
る
の
か
を
考
え
て
い

き
た
い
。（
ゆ
う
こ
う
）

ホーチミン市人民委員会委員長来道

士別市甜菜振興会定期総会で挨拶

ジャンプの伊藤有希選手と記念撮影

水泳少年団結団式で挨拶


